
乳用牛の飼育過程（ホルスタインの場合）

初回の分娩は
23〜26ヶ月齢

初回の人工授精
13〜16ヶ月齢

妊娠期間は10ヶ月

子牛の
ほ乳期間は２ヶ月

子牛が大きくなって
お母さん牛になるまで

オスの子牛は
生まれてから
１ヶ月ほどで
出荷される

優秀なメス子牛は、
母牛の候補として
残される

５〜６回の分娩後、
母牛は肉用として出荷される

搾乳期間（乳を搾る期間）は、
280日〜360日。
（分娩〜乾乳までの期間）

図表中の数字は一般的、平均的な数値を示したものであり
飼育方法の違いなどにより、異なる場合もあります。

乾乳期間
60〜90日

乾乳とは次の分娩に備えて
乳を搾るのを中止すること

分娩

搾乳する牛の平均体重は約650㎏

（導入）

乾乳

前回の分娩〜今回の
分娩までの期間は
12〜15ヶ月

り
乳

種付け

子牛は生まれて1ヶ月齢程度で

離乳される

分娩後

ために種付けをする

離乳
60日程度で次の分娩の
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